身体障害者手帳交付申請に係る口唇・口蓋裂後遺症等によるそしゃく機能の障害に関する診断書・意見書を作成する、指定歯科医師指定申請書記載の留意事項について
１　指定医指定申請書

① 住　所  申請する医師の居住地を記載すること。（医療機関の所在地ではありません。）

② 氏　名  ふりがなは必ず記載すること。
③ 診療に従事する医療機関　　法人名等を省略せず、正式名称を記載すること。

２　医師詳細経歴書（新規）（別紙１）

① 年月日の記載は、申請書全体を通じて西暦又は和暦で統一すること。

② 学歴事項

　 大学は、科名・課程も記入すること

大学院は専門コースまで記入すること。博士号の称号取得者はその旨を記入すること。

　     

③ 申請者が担当する診療科目
・原則として、専門とする診療科について記載すること。
④ 最初の医師免許

・医籍登録日及び番号を正確に記載すること。

婚姻等で免許の書換があった場合は、その理由と年月日を記載すること。

・添付する免許証の写しは、書換の経緯がわかるように、書換の理由等が記載してある免許証の裏面（写）も添付すること。

⑤ 障害区分にかかる臨床経験年数

・経歴・職歴に基づき記載すること。

・診断しようとする障害区分に対する診療科名についての年数を記載すること。

・1年未満の端数は切り捨て。年月数は経歴書の作成日の前月まで算入すること。   

経歴書の作成日が月末日の場合は当月まで算入すること。

【例１】経歴事項で算定したところ、8年9か月の場合 →「８年」
【例２】申請日が7月11日の場合 → 前月（６月）までで計算する（当月は除く）

　　　　　  　申請日が7月31日の場合 → 当月（７月）まで算入する。

⑥ 経歴・職歴

・自、至は、両方を記載すること。

・２行目の年月は、医師免許取得日の翌月以降の臨床経験を開始した月を記載すること。

　 【例】医師免許取得　平成2年6月25日　→　自　平成2年7月（最も早い場合）

・空白期間がないように記載すること。

行数が不足する場合は、用紙を２枚使用すること。任意で行数を増やし、２ページに　　することも可。

・年月が重複しないように記載すること。兼務等により重複する部分がある場合は、兼務　　であることを明示すること。
・臨床経験がない経歴・職歴については、欄外余白に『臨床経験なし』と記載し、「障害区分にかかる臨床経験年数」には含めないこと。

・学歴や学位取得等は記載せず、学歴事項に記載すること。

・担当する科目は、原則として、当該申請に対し関係のある診療科名を記載すること。

・職名

勤務先における身分（例えば、医長、医員、講師、助手等）を明確に記載すること。
特に職名がなければ、「医師」とはせず、「医員」と記載すること。

海外における臨床経験等の場合は、余白に職名の説明をすること。

⑦ 記名欄 
 　申請する医師名を記載すること。
３　研究内容に関する証明書（別紙２）

① 年月日の記載は、証明書全体を通じて西暦又は和暦で統一すること。

　
② 研究テーマ、研究の内容別（講義の受講、臨床的研究、理論的研究、実習等）期間、従事日数（１か月又は１週間あたり）、その他の研究内容を明らかにするために必要な事項を記載し、主任教授等による証明を受けること
４　歯科矯正症例申立書（別紙３）

① 年月日の記載は、証明書全体を通じて西暦又は和暦で統一すること。

② 歯科矯正臨床従事期間及び経験年月を記入すること。
　
③ 歯科矯正症例数を記入すること。
　
④ 歯科矯正に関する症例のうち、口蓋裂の歯科矯正に係る症例について、直近時の５症例について記載すること。
身体障害者手帳交付申請に係る口唇・口蓋裂後遺症等によるそしゃく機能の障害に関する診断書・意見書を作成する、指定歯科医師の変更届，辞退届の記載の留意事項について
１　指定医医療機関変更届

① 住　　　所   申請する医師の居住地を記載すること。
（医療機関の所在地ではありません。）

② 氏　　　名   ふりがなは必ず記載すること。
③ 医療機関名　 法人名等は省略せず、正式名称を記載すること。

④ 担当診療科目 最も専門とする診療科名一つを記入すること。

⑤ 新（追加）　「新」又は「（追加）」のいずれか一方を○で囲むか又は二本線で削除する
こと。

⑥ 旧（既指定）「旧」又は「（既指定）」のいずれか一方を○で囲むか又は二本線で
削除すること。
⑦ 変更（追加）年月日    変更（追加）の事実のあった年月日を記載すること。

２　指定医辞退届

① 住    　所   申請する医師の居住地を記載すること。
（医療機関の所在地ではありません。）

② 氏    　名   ふりがなは必ず記載すること。
③ 医療機関名　 法人名等は省略せず、正式名称を記載すること。

④ 辞退の理由　 退職、異動等、辞退の理由及び年月日を記載すること。
